
国
会
事
項

人
事
異
動

皇
室
事
項

官
庁
報
告

平成™œ年˜˜月˜›日 木曜日 第�˜�˜号官 報

衆

議

院

議
案
提
出

十
一
月
十
二
日
委
員
長
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

首
都
直
下
地
震
対
策
特
別
措
置
法
案
（
災
害
対
策
特
別

委
員
長
提
出
）

又
同
日
内
閣
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。民

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

薬
事
法
及
び
薬
剤
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

議
案
撤
回

十
一
月
十
二
日
議
員
か
ら
の
申
出
に
よ
り
次
の
議
案
は

委
員
会
に
お
い
て
撤
回
を
許
可
し
た
。

交
通
基
本
法
案
（
三
日
月
大
造
外
三
名
提
出
、
第
百
八

十
三
回
国
会
衆
法
第
三
八
号
）

首
都
直
下
地
震
対
策
特
別
措
置
法
案
（
二
階
俊
博
外
十

六
名
提
出
、
第
百
八
十
三
回
国
会
衆
法
第
四
三
号
）

答
弁
書
受
領

十
一
月
十
二
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
提
出
二
〇
一
〇
年
九
月
に
尖
閣

諸
島
沖
で
発
生
し
た
衝
突
事
件
に
係
る
元
内
閣
官
房
長

官
の
発
言
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
提
出
外
国
の
情
報
機
関
に
よ
る

盗
聴
に
対
す
る
安
倍
晋
三
内
閣
の
認
識
等
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
柿
沢
未
途
提
出
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
競
技
会
場
等
に
木
材
を
使

用
す
る
事
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
青
柳
陽
一
郎
提
出
労
働
者
性
が
認
め
ら
れ

る
者
の
労
働
基
準
法
等
に
よ
る
保
護
お
よ
び
企
業
の
社

会
保
険
の
加
入
・
保
険
料
納
付
義
務
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
青
柳
陽
一
郎
提
出
雇
用
保
険
給
付
お
よ
び

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
役
割
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書衆
議
院
議
員
青
柳
陽
一
郎
提
出
訪
問
診
療
の
推
進
に
お

け
る
適
正
な
診
療
報
酬
お
よ
び
往
療
費
の
支
払
い
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
提
出
一
九
九
三
年
に
明
治
神
宮

外
苑
競
技
場
（
現
国
立
競
技
場
）
に
建
立
さ
れ
た
「
出

陣
学
徒
壮
行
の
地
」
記
念
碑
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
提
出
外
務
省
に
よ
る
竹
島
と
尖

閣
諸
島
に
係
る
動
画
配
信
の
是
非
等
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
提
出
診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
等

に
よ
る
医
療
、
介
護
従
事
者
の
賃
上
げ
の
必
要
性
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
提
出
年
金
の
実
質
価
値
の
目
減

り
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
提
出
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
と
い

う
言
葉
に
つ
い
て
の
安
倍
総
理
の
理
解
に
関
す
る
再
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
提
出
介
護
保
険
に
お
け
る
要
支

援
者
へ
の
予
防
給
付
を
廃
止
す
る
案
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

報
告
書
受
領

十
一
月
十
二
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
第
十
条
の
二
の
規
定
に
基

づ
く
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
状
況
に
関
す
る
報

告

参

議

院

議
事
日
程

十
一
月
十
三
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
六
号

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
三
日
（
水
曜
日
）

午
前
十
時
開
議

第
一

電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内

閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

第
二

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に

関
す
る
特
別
措
置
法
案
（
内
閣
提
出
、衆
議
院
送
付
）

第
三

生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内

閣
提
出
）

第
四

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
案
（
内
閣
提
出
）

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

十
一
月
十
二
日
内
閣
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ
た
。

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
〇
号
）

薬
事
法
及
び
薬
剤
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
閣
法
第
二
一
号
）

議
案
撤
回
通
知
書
受
領

十
一
月
十
二
日
衆
議
院
か
ら
、
次
の
議
案
は
委
員
会
に

お
い
て
撤
回
を
許
可
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

首
都
直
下
地
震
対
策
特
別
措
置
法
案
（
第
百
八
十
三
回

国
会
、
二
階
俊
博
外
十
六
名
提
出
）

交
通
基
本
法
案
（
第
百
八
十
三
回
国
会
、
三
日
月
大
造

外
三
名
提
出
）

質
問
主
意
書
提
出

十
一
月
十
二
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ

れ
た
。

国
境
を
越
え
た
役
務
提
供
等
に
対
す
る
消
費
税
の
課
税

に
関
す
る
質
問
主
意
書（
藤
末
健
三
提
出
）（
第
五
五
号
）

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全
保
障
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

設
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
藤
末
健
三
提
出
）（
第
五

六
号
）

法
科
大
学
院
卒
業
生
の
処
遇
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
藤
末
健
三
提
出
）（
第
五
七
号
）

特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
に
関
す
る
質
問
主

意
書
（
山
本
太
郎
提
出
）（
第
五
八
号
）

答
弁
書
受
領

十
一
月
十
二
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
江
口
克
彦
提
出
道
州
制
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書
（
第
三
七
号
）

参
議
院
議
員
糸
数
慶
子
提
出
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者

の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
三
八
号
）

参
議
院
議
員
藤
末
健
三
提
出
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
改

憲
問
題
に
関
す
る
責
任
の
取
り
方
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書
（
第
三
九
号
）

参
議
院
議
員
藤
末
健
三
提
出
内
閣
法
制
局
の
存
在
意
義

と
今
回
の
長
官
人
事
の
目
的
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書
（
第
四
〇
号
）

報
告
書
提
出

十
一
月
十
二
日
委
員
長
か
ら
次
の
報
告
書
を
提
出
し

た
。電

気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一

号
）
審
査
報
告
書

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る

特
別
措
置
法
案
（
閣
法
第
四
号
）
審
査
報
告
書

生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五

号
）
審
査
報
告
書

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
案
（
閣
法
第
六
号
）
審
査
報

告
書

報
告
書
受
領

十
一
月
十
二
日
内
閣
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本

法
第
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
の
状
況
に
関
す
る
報
告
を
受
領
し
た
。

行
啓皇

后
陛
下
は
、
十
一
月
十
日
午
後
二
時
三
十
四
分
御
出

門
、「
舘
野

泉

フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
e

左
手
の
音
楽

祭
」
を
御
鑑
賞
の
た
め
、
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
（
新
宿
区
）
へ
行
啓
、
同
四
時
三
十
一
分
還
啓

に
な
っ
た
。

御
答
信

天
皇
陛
下
か
ら
九
月
二
十
日
マ
ル
タ
国
大
統
領
閣
下
へ

発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
十
月
二
十
八
日
御
答
信
が

あ
っ
た
。

御
答
電

天
皇
陛
下
か
ら
十
月
十
二
日
ス
ペ
イ
ン
国
国
王
陛
下
へ

発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
同
月
二
十
五
日
御
答
電
が

あ
っ
た
。

天
皇
陛
下
か
ら
八
月
三
十
日
ス
ロ
バ
キ
ア
国
大
統
領
閣

下
へ
発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
十
一
月
一
日
御
答
電

が
あ
っ
た
。

天
皇
陛
下
か
ら
九
月
二
十
日
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
国
二
聖

モ
ス
ク
の
守
護
者
国
王
へ
発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、

十
一
月
一
日
御
答
電
が
あ
っ
た
。

官
庁
事
項

関
東
地
方
整
備
局
公
示

相
模
川
水
系
相
模
川
に
お
い
て
河
川
法
（
昭
和
3
9年
法

律
第

1
6
7号
）
第

7
5条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
措
置
し

た
工
作
物
に
つ
い
て
、
当
該
工
作
物
の
所
有
者
、
占
有
者

そ
の
他
工
作
物
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
に
対
し
、
当

該
工
作
物
を
返
還
す
る
た
め
、
河
川
法
施
行
令
第
3
9条
の

３
第
１
項
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年

1
1
月

1
4
日

関
東
地
方
整
備
局
長
深
澤
淳
志

１
保
管
し
た
工
作
物
の
名
称
又
は
種
類
、
形
状
及
び
数

量
船
舶
４
隻

２
保
管
し
た
工
作
物
の
放
置
さ
れ
て
い
た
場
所
及
び
当

該
工
作
物
を
除
却
し
た
日

\
保
管
し
た
工
作
物
の
放
置
さ
れ
て
い
た
場
所
神

奈
川
県
平
塚
市
須
賀
地
先

]
当
該
工
作
物
を
除
却
し
た
日
平
成
2
5年

1
0月
３

日
か
ら
平
成
2
5年

1
0月
４
日

３
当
該
工
作
物
の
保
管
を
始
め
た
日
及
び
保
管
の
場
所

\
当
該
工
作
物
の
保
管
を
始
め
た
日
平
成
2
5年

1
0

月
３
日
か
ら
平
成
2
5年

1
0月
４
日

]
保
管
の
場
所
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
柳
島
地
先

農
林
水
産
省

（
関
東
農
政
局
消
費
・
安
全
部
次
長
）

農
林
水
産
事
務
官

島

雅
洋

北
陸
農
政
局
生
産
部
長
に
配
置
換
す
る
（
十
一
月
一
日
）

Ÿ
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